
広島市立安佐中学校 生活だより飛 翔
平成２３年１２月１９日 Ｎｏ７０

～悔いのない締めくくりを今年の「授業」も、あと「４日」

。 、 、 、今年も押し詰まってきました ２０１１年も あと となり 今年の授業も「 」２週間
「４日」 「慌ただしく 「気ぜ今日を含めて、あと となりました。周りも、何となく、 」、

わしく」 落ち着いた感じる時期ですが、こんなときこそ、しっかりと地に足をつけて、
生活を心がけたい 「やっておかねばならないこと 、ものです。とは言え、今年の内に、 」

を整理して 「確実」にやっておきたいものですね。「やっておきたいこと」 、

明日（２０日）の午後１，２年生「学年懇談会」

明日（２０日）の午後は、１，２年生の です。「学年懇談会」
会場として を使いますので、その場所で部活動がある人は教室「武道場」と「体育館」
などに待機、終了後に部活動を開始します。

《１，２年学年懇談会》
時間：１４：３０～１５：３０
場所：１年生⇒武道場 ２年生⇒体育館
内容：１年生 ・学年の様子 ２年生 ・学年の様子

・修学旅行について ・進路について
・学習について

３年生、一足お先に「学年末テスト」発表

平成２４年１月１８日（水）・１９日（木）・２０日（金）
少し先の話ですが、年が明けると、３年生のみなさんは の定期、「中学校生活最後」

テストである が待ちかまえています。３年生のみなさんには、冬休み『学年末テスト』
に入る前に が発表されますので、しっかりと をしておいてくだ、「試験範囲」 「準備」

〔 ， 「 」 、 。〕さい。 １ ２年生の 学年末テスト は ２月２１日・２２日・２３日の予定です

手袋・マフラーは、正門を入ったらはずしましょう防寒具について

寒くなってきましたね。安佐中学校では、登下校時に「マフラー」や「手袋」という
校内では「防寒具」を着用しても良いことになっています。そのときの「ルール」は、

ということです。ここで言う校内とは「正門」を入ってからを指します。「着けない」
登校時は、正門を入ったら「はずし 、下校時には、正門を出てから「着用」しましょ」
う 「投げない（投げて遊。また 「カイロ」も寒い時期は、持ってきても良いのですが、
んだりしない ・出さない（外に出して使わない ・捨てない（保温効果がなくなっても） ）

「ルール」は、きちんと守りましょう学校では捨てない 」） を必ず守ってください。



充実した毎日を活用しよう「冬休みの生活」
おくるために

今年も （冊子）をしっかり活用してください。「冬休みの生活」
何かと慌（あわただ）しい年末年始ですが、しっかりと計画を立てて、
充実した毎日をおくってほしいと思います。

しっかり読んで しましょう。「冬休みの生活について」 、 、「心がけ 「実行」」

、 。「冬休みの宿題」 課題の をよく確認の上 必ず提出しましょう「 」「 」内容 提出日

「予定」「行事予定＆学習計画」 もう計画は立てましたか？すでに決まっている
を記入しておきましょう も書きましょう。。「部活動」

を立てておきましょう。「毎日の記録」 「冬休みの目標」

に生活時間帯を「冬休みの目標を立てよう！」 「一日の生活スケジュール」

記入して、規則正しい生活を心がけましょう。「一日のスケジュールをつくろう」

は、冬休み中の だと思ってしっかり書きましょう。「毎日の記録」 「デイリーライフ」
来年には の感想を書き入れ の欄に保護者の方から、 、「冬休みを終えて」 「保護者より」
一言書いてもらって、提出しましょう。

＊「バスマナー」と「素直な心」考えてください

先週、下校の際のバスの車内で、空いた席に荷物を置いていて、乗客の方に注意を受
けるということがあり、そのことについて学校に連絡が入りました。
「バスを登下校に利用する生徒が多い安佐中学校」では、何年も大きな課題となってい
る「バスマナー」ですが、ここ最近は、乗客の方やバスの乗務員の方から 「困ってい、
る」という連絡は少なかったので「公共交通機関」の利用の仕方
について、よく考えて行動してくれているんだなと、少し安心し
ていた矢先のことで残念に思います。
また、今回よく考えてほしいのは、単に「空いていた座席に

荷物を置いていた」という点だけではありません。注意を受け
て、それを素直に聴くことができたかどうか、という点です。
人間誰しも、失敗することはあります。

ましてや義務教育も終わりきらぬ「中学生」のみなさんなら、なおのことです 「注意。
される」ことも多いでしょう。そこで、その「注意」を素直な気持ちで受け入れること
ができるか否かが「人」として大切なところではないでしょうか？
しかし、自分の「間違い」に気がついたときは、素直な気持ちで「ごめんなさい 、」

「すみません」が言える人でありたいものです。

過ちを改めるに遅すぎることなかれ


